
平
成
27
年
8
月
25
日
（
火
）
に
、

「
新
川
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
」

の
現
地
研
修
会
（
各
市
町
鳥
獣
被
害

対
策
協
議
会
及
び
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
か
ら
約
50
名
参
加
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

新
川
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

と
は
、
魚
津
市
、
滑
川
市
、
黒
部
市
、

入
善
町
、
朝
日
町
の
５
市
町
に
お
い

て
、
鳥
獣
被
害
が
市
町
の
エ
リ
ア
を

超
え
て
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
広
域

的
に
情
報
の
共
有
及
び
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
で
被
害
防
止
対
策
の
連
携

を
強
化
し
、
農
作
物
被
害
の
減
少
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26

年
7
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
で

は
、
耕
作
地
へ
の
鳥
獣
侵
入
防
止
対

策
（
電
気
柵
等
）
が
進
み
、
平
成
26

年
度
ま
で
に
、
国
、
県
、
市
町
の
補

助
に
よ
る
電
気
柵
の
総
延
長
は
約
二

百
三
十
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

効
果
に
よ
り
、
農
作
物
被
害
は
、
平

成
21
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

平
成
26
年
で
は
、
被
害
額
が
千
四
百

二
十
二
万
円
で
、
前
年
よ
り
二
百
四

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
電

気
柵
等
の
侵
入
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
な
い
地
域
や
、
家
庭
菜
園
で

の
被
害
が
拡
大
（
移
行
）
し
て
い
ま

す
。
電
気
柵
等
を
設
置
し
て
い
る
地

区
で
は
、
冬
越
し
か
ら
の
破
損
や
修

繕
、
春
先
の
設
置
や
冬
前
の
撤
去
な

ど
維
持
管
理
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
捕
獲
檻
の
維
持
管

理
の
負
担
も
加
わ
る
と
い
っ
た
課
題

も
生
じ
て
い
ま
す
。

今
回
、
侵
入
防
止
柵
・
電
気
柵

（
耐
雪
型
）
、
情
報
通
信
技
術
（I

C

T

）
を
使
っ
た
捕
獲
檻
で
の
捕
獲
状

況
に
つ
い
て
現
地
研
修
し
た
と
こ
ろ
、

電
気
柵
の
設
置
や
撤
去
、
捕
獲
活
動

の
労
力
軽
減
な
ど
、
維
持
管
理
に
関

す
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な

さ
れ
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
川
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

で
は
、
今
後
も
さ
ら
に
広
域
的
な
連

携
を
図
り
被
害
防
止
対
策
の
推
進
や

様
々
な
課
題
へ
の
対
応
、
捕
獲
活
動

の
強
化
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
企
画
振
興
課
】

（１） 新川水土里たより 第１5号 平成27年9月11日（金） 新川水土里たより 第１5号 平成27年9月11日（金） （４）

９
月
に
入
り
涼
し
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
計
画
班
で
は
来

年
度
新
規
予
定
地
区
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
お
り
、

私
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
計

画
概
要
書
作
成
に
必
要
な
経
済

効
果
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
、
先
輩
方

に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
四
苦

八
苦
し
て
お
り
ま
す
。
新
規
地

区
が
ど
の
よ
う
に
し
て
立
ち
上

が
っ
て
い
く
の
か
、
ど
う
い
っ

た
事
業
が
あ
る
の
か
な
ど
、
日
々
、

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
は
や
く
一
人
前
の
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
皿
井
】

第１５号

『
新
川
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
の

現
地
研
修
会
を
開
催
』
！

新川農林振興センター農業農村整備広報・広聴連絡会 〒937-0863 魚津市新宿10-7 0765(22)9137【指導課】

新川農林振興センターホームページ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1630/index.html

☆☆☆イベント情報☆☆☆
『第5回とやまの農山村写真展』

○テーマ

守ろう！伝えよう！美しい農村

○募集期間

平成27年５月１日（金）～

10月30日（金）

○お問合せ先

富山県土地改良事業団体連合会

（水土里ネット富山）

作品を募集しています！

協
議
会
会
員
か
ら
捕
獲
檻
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
る
参
加
者

よ
う
や
く
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
秋
風

が
気
持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
コ
メ
や
、
し
ろ
ね
ぎ
、
だ
い
こ

ん
、
り
ん
ご
な
ど
の
特
産
作
物
も
概

ね
順
調
に
生
育
し
、
収
穫
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
地
域
の
基
幹
作
物
で
あ
る
コ

メ
に
つ
い
て
は
、
１
等
米
比
率
９
６
．

５
％
（
新
川
管
内
う
る
ち
米
平
均
）

を
確
保
し
た
昨
年
産
米
と
同
様
に
、

高
品
質
で
良
食
味
な
コ
メ
に
仕
上
が

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
、
田
植
え
時
期

の
繰
り
下
げ
や
、
水
管
理
な
ど
の
基

本
的
な
技
術
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
、
適
期
刈
取
り

や
丁
寧
な
乾
燥
調
製
な
ど
、
生
産
者

の
皆
様
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
管
内
の
農
業
生
産
を
支

え
る
土
地
改
良
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
3
年
度
か
ら
復
元
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
黒
部
地
区
「
公

害
防
除
特
別
土
地
改
良
事
業
」
と
、

平
成
15
年
度
か
ら
着
工
し
た
「
新
川

中
部
地
区
基
幹
農
道
整
備
事
業
」
が

昨
年
度
に
相
次
い
で
完
工
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
地
元
関
係
者
並
び
に
関
係

機
関
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
舟
川
新
地
区
な
ど
４
地

区
で
ほ
場
整
備
、
若
栗
北
部
地
区
な

ど
６
地
区
で
用
排
水
路
や
農
道
等
の

改
修
を
行
う
な
ど
、
農
家
経
営
の
安

定
や
農
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
農
業
用
水
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
今
春
、
滑

川
で
「
早
月
川
沿
岸
第
一
発
電
所
」

が
運
転
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
続
き
、
こ
の
夏
に
は
、
管
内
4

か
所
で
発
電
所
設
置
工
事
が
着
工
に

至
り
「
舟
子
川
地
区
」
が
着
手
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
発

電
施
設
が
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
て

稼
働
し
、
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管

理
や
農
家
負
担
の
軽
減
な
ど
、
土
地

改
良
事
業
の
促
進
に
大
い
に
貢
献
す

る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
農
林
業

の
振
興
や
農
業
・
農
村
整
備
事
業
の

推
進
を
通
じ
て
、
新
川
地
域
の
元
気

な
農
業
・
魅
力
あ
る
農
村
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
川
地
域
の
元
気
な
農
業
・
魅
力
あ
る
農
村
を
め
ざ
し
て

所
長

鶴
山

元
紀
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 安
心
・
安
全
な
食
糧
供
給
と
と
も

に
県
産
米
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
平
成
３
年
よ
り
事
業

着
手
し
ま
し
た
黒
部
市
の
カ
ド
ミ
ウ

ム
汚
染
田
復
元
工
事
は
、
平
成
26
年

度
の
黒
部
２
次
地
区
の
完
成
を
持
っ

て
事
業
完
了
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

27
年
2
月
15
日
に
事
業
の
完
成
を
祝

う
完
工
式
が
挙
行
さ
れ
、
8
月
26
日

に
は
、
黒
部
地
域
第
2
回
目
の
一
部

解
除
が
告
示
と
な
り
、
５
２
．
７
㏊

が
指
定
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
黒
部
２

次
地
区
で
は
、
用
途
区
域
内
の
汚
染

農
地
を
復
元
し
て
お
り
、
富
山
県
内

か
ら
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
田
を
根
絶
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て

き
た
基
幹
農
道
新
川
中
部
地
区
は
、

平
成
27
年
3
月
8
日
に
全
線
開
通
式

を
迎
え
、
全
区
間
（
１
０
.
３
㎞
）

供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

黒
部
川
扇
状
地
を
横
断
す
る
地
域

の
大
動
脈
と
し
て
、
農
産
物
の
円
滑

な
流
通
と
北
陸
新
幹
線
「
黒
部
宇
奈

月
温
泉
駅
」
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
３
地
区
の

県
営
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

農
村
整
備
課
が
所
管
し
て
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
．
農
地
整
備
事
業

（
経
営
体
育
成
型
）

荻
生
南
部
地
区

（
黒
部
市
）

お
ぎ
ゅ
う
な
ん
ぶ

昭
和
45
年
か
ら
52
年
に
か
け
て
県

営
ほ
場
整
備
「
荻
若
地
区
」
で
整
備

さ
れ
た
用
水
路
の
再
整
備
及
び
排
水

不
良
が
生
じ
て
い
る
農
地
の
暗
渠
排

水
を
行
い
ま
す
。
（
旧
土
地
総
事
業
）

（
実
施
班
）
農
地
整
備
第
二
班

○
総
事
業
費
６
４
０
、
０
０
０
千
円

○
工

期

平
成
27
年
度
～

平
成
32
年
度

○
受
益
面
積

１
０
０
．
２
㏊

○
主
要
工
事

用
水
路

Ｌ
＝
１
１
．
７
㎞

暗
渠
排
水
Ａ
＝
１
．
５
㏊

二
．
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
た
め
池
整
備
）

坪
野
長
池
地
区

（
魚
津
市
）

つ
ぼ
の
な
が
い
け

堤
体
の
脆
弱
化
や
漏
水
な
ど
、
老

朽
化
が
著
し
い
「
た
め
池
」
の
改
修

を
行
う
と
と
も
に
、
併
せ
て
耐
震
性

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

（
実
施
班
）
水
利
防
災
班

○
総
事
業
費
１
１
０
，
０
０
０
千
円

○
工

期

平
成
27
年
度
～

平
成
29
年
度

○
受
益
面
積

７
.
１
㏊

○
主
要
工
事

た
め
池
改
修

１
式

（
堤
体
、
洪
水
吐
、
取
水
施
設
）

三
．
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
た
め
池
整
備
）

七
里
池
地
区

（
魚
津
市
）

し

ち
り
い
け

堤
体
に
大
き
な
陥
没
穴
が
み
ら
れ
、

安
全
性
や
貯
水
能
力
が
損
な
わ
れ
て

い
る
「
た
め
池
」
の
改
修
を
行
い
、

営
農
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

（
実
施
班
）
水
利
防
災
班

○
総
事
業
費
１
０
５
，
０
０
０
千
円

○
工

期

平
成
27
年
度
～

平
成
29
年
度

○
受
益
面
積

６
．
８
㏊

○
主
要
工
事

た
め
池
改
修

１
式

（
堤
体
、
洪
水
吐
、
取
水
施
設
）

管
内
の
小
水
力
発
電
所
の
建
設
が

相
次
い
で
始
ま
り
、
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
完
成
後
の
土
地
改
良
施

設
維
持
管
理
費
の
軽
減
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
黒
谷
発
電
所

（
450
㎾
、
魚
津
市
）

○
布
施
川
用
水
発
電
所

（
258
㎾
、
黒
部
川
左
岸
）

○
舟
子
川
発
電
所

（
185
㎾
、
黒
部
川
左
岸
）

○
浦
山
新
発
電
所

（
274
㎾
、
入
善
）

○
小
川
発
電
所

（
190
㎾
、
朝
日
町
）

○
早
月
川
沿
岸
第
一
発
電
所

（
530
㎾
、
早
月
川
沿
岸
）

（
最
大
出
力
、
関
係
土
地
改
良
区
）

土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
活
動

に
対
す
る
地
域
住
民
の
意
欲
の
高
揚

と
県
民
へ
の
啓
発
を
図
る
た
め
、
地

域
活
動
の
事
例
紹
介
や
基
調
講
演
、

現
地
視
察
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

平
成
27
年
11
月
18
日
（
水
）

10
：
00
～
16
：
00

【
開
催
場
所
】

入
善
町
民
会
館

「
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
」
ほ
か

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

駐
車
場
案
内
に
ご
注
意
下
さ
い
。

【
内

容
】

.
と
や
ま
水
土
里
賞
表
彰
式

.
知
事
賞
受
賞
地
区

事
例
発
表

.
基
調
講
演

「
土
地
改
良
区
は
空
前
の
灯
火
か
、

そ
れ
と
も
か
が
り
火
か
」
（
仮
）

田
園
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
㈱
代
表

金
子
照
美
氏

現
地
視
察

黒
東
合
口
用
水
右
岸
沈
砂
池

新
幹
線
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅

（
黒
部
市
地
域
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

右
岸
連
絡
用
水
浦
山
新

黒
東
第
三
発
電
所
、

杉
沢
の
沢
ス
ギ

講
師
（
金
子
氏
）
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ト
ヨ
タ
、
イ
ビ
デ
ン
な
ど
中
京
大

手
企
業
戦
略
、
Ｃ
Ｉ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
広
報
戦
略
に
数
多
く
携
わ
る
。

40
歳
の
時
に
大
学
院
で
経
済
学
を
修

め
た
後
、
豊
富
な
企
業
戦
略
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
農
水
省
、
土
地

改
良
区
関
係
の
広
報
活
動
に
従
事
。

代
表
作
に
パ
ン
フ
「
農
シ
リ
ー
ズ

（
21
作
）
」
（
富
山
県
は
「
常
願
寺

川
・
農
人
の
記
憶
」
な
ど
が
あ
る
。

現
在
は
、
田
園
社
会
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
㈱
代
表
と
し
て
Ｉ
Ｔ
大
手
会
社
と

組
ん
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
を
推
進
。

（３） 新川水土里たより 第１５号 平成27年9月11日（金）
新川水土里たより 第１５号 平成２7年9月11日（金） （２）

と
や
ま
水
土
里

フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

新

規

地

区

紹

介

黒部２次地区復元区域 黒部市三日市外

坪野長池（つぼのながいけ）

七里池（しちりいけ）

基
幹
農
道
整
備
事
業

新
川
中
部
二
期
地
区
が
完
成
し
ま
し
た

公
害
防
除
特
別
土
地
改
良
事
業

黒
部
２
次
地
区
が
完
成
し
ま
し
た

小
水
力
発
電
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

小川用水地区安全祈願祭・起工式 基幹農道新川中部地区開通式

現
在
、
建
設
中
の
発
電
所

平
成
27
年
度
に
完
成
し
た
発
電
所

荻生南部（おぎゅうなんぶ）

右岸沈砂池


